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平成２７年  第３回  まんのう町議会定例会  

まんのう町告示第 ７６号 

平成２７年第３回まんのう町議会定例会を次のとおり招集する。 

平成２７年８月２６日 

まんのう町長 栗田 隆義 

１．招集日 平成２７年９月７日 

２．場 所 まんのう町役場議場 

平成２７年第３回まんのう町議会定例会会議録（第４号） 

平成２７年９月２５日（金曜日）午前 ９時３０分 開会

出 席 議 員  １５名

    １番 竹 林 昌 秀        ２番 川 西 米希子 

    ３番 田 岡 秀 俊        ４番 合 田 正 夫 

    ５番 三 好 郁 雄        ６番 白 川 正 樹 

    ７番 白 川 年 男        ８番 白 川 皆 男 

    ９番 大 西   樹       １０番 藤 田 昌 大 

   １１番 松 下 一 美       １２番 三 好 勝 利 

   １３番 大 西   豊       １４番 川 原 茂 行 

   １５番 関   洋 三 

欠 席 議 員 な し

会議録署名議員の指名議員 

    ６番 白 川 正 樹       ７番 白 川 年 男 

職務のため出席した者の職氏名 

   議 会 事務局長  青 野   進   議会事務局課長補佐  常 包 英 希 

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者の職氏名 

   町 長  栗 田 隆 義   副 町 長  栗 田 昭 彦 

   教 育 長  斉 藤 賢 一   総 務 課 長  齋 部 正 典 
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   企 画 政策課長  髙 嶋 一 博   税 務 課 長  脇   隆 博 

   住 民 生活課長  森 末 史 博   福 祉保険課長  川 田 正 広 

   会 計 管 理 者  仁 木 正 樹   健 康増進課長  見 間 照 史 

建設土地改良課長  池 田 勝 正   産 業 経済課長  高 橋   守 

   琴 南 支 所 長  雨 霧   弘   仲 南 支 所 長  和 泉 博 美 

   学 校 教育課長  尾 﨑 裕 昭   社 会教育課長  長 森 正 志 

   水 道 課 長  天 米 賢 吾   地 籍調査課長  山 内 直 樹 

○関洋三議長  おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１５名であります。定足数に達しておりますので、直ちに本日の

会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 日程に入るに先立ちまして、議会報告をいたします。 

 事務局長、青野進君。 

○青野議会事務局長  それでは、御報告申し上げます。 

 初めに、町長から、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づく専決処分議案１件を受

理いたしました。 

 次に、各常任委員長、予算決算特別委員長から、会議規則第７７条の規定に基づく付託

審査結果報告書を受理いたしました。 

 次に、議会運営委員長及び各常任委員長から、会議規則第７５条の規定に基づく閉会中

の継続調査申出書を受理いたしました。 

 以上で議会報告を終わります。 

○関洋三議長  議会報告を終わります。 

日程第１ 議会運営委員会報告 

○関洋三議長  日程第１、本日の議事日程等について、議会運営委員会の報告を願いま

す。 

 議会運営委員長、白川正樹君。 

○白川正樹議会運営委員長  おはようございます。 

 それでは、議会運営委員会の御報告を申し上げます。 

 ９月２４日、午前９時３０分より、第１委員会室におきまして、町長、副町長、総務課

長、議長、同席のもとに、議会運営委員会の委員が全員出席いたしまして、慎重に審議し

ました。その結果を御報告いたします。 

 それでは、お手元に配付されております議事日程第４号について御説明を申し上げます。 

 日程第１ 議会運営委員会報告   議会運営委員長 
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 日程第２ 会議録署名議員の指名 

 日程第３ 付託案件の委員長報告   建設経済常任委員長 

 日程第４ 付託案件の委員長報告   総務常任委員長 

 日程第５ 付託案件の委員長報告   予算決算特別委員長 

 日程第６ 教育民生常任委員会の委員長報告   教育民生常任委員長 

 日程第７ 政策充実特別委員会の委員長報告   政策充実特別委員長 

 日程第８ 認定第１号 平成２６年度まんのう町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第９ 認定第２号 平成２６年度まんのう町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認

定について 

 日程第１０ 認定第３号 平成２６年度まんのう町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定について 

 日程第１１ 認定第４号 平成２６年度まんのう町介護保険特別会計歳入歳出決算認定

について 

 日程第１２ 認定第５号 平成２６年度まんのう町診療所特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

 日程第１３ 認定第６号 平成２６年度まんのう町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定

について 

 日程第１４ 認定第７号 平成２６年度まんのう町下水道特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

 日程第１５ 認定第８号 平成２６年度まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決算

認定について 

 日程第１６ 認定第９号 平成２６年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳

出決算認定について 

 日程第１７ 認定第１０号 平成２６年度まんのう町水道事業会計決算認定について 

 認定第１号から認定第１０号までの１０案件は一括採決とさせていただきます。 

 日程第１８ 議案第１号 まんのう町個人情報保護条例の一部改正について 

 日程第１９ 議案第２号 まんのう町手数料条例の一部改正について 

 日程第２０ 議案第３号 まんのう町道路線の変更について 

 日程第２１ 議案第４号 まんのう町道路線の廃止について 

 日程第２２ 議案第５号 字の区域の変更について 

 日程第２３ 議案第８号 平成２７年度まんのう町一般会計補正予算（案）第２号 

 日程第２４ 議案第９号 平成２７年度まんのう町国民健康保険特別会計補正予算（案）

第１号 

 日程第２５ 議案第１０号 平成２７年度まんのう町下水道特別会計補正予算（案）第

１号 

 日程第２６ 議案第１１号 平成２７年度まんのう町水道事業会計補正予算（案）第１
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号 

 議案第８号から議案第１１号までの４議案は一括採決とさせていただきます。 

 日程第２７ 議案第１３号 専決処分の承認について（和解及び損害賠償の額の決定に

ついて） 即決でお願いします。 

 日程第２８ 議員派遣の件 

 日程第２９ 閉会中の継続調査について 

 以上の日程で意見の一致を見、午前１１時００分、委員会を閉会いたしました。 

 以上で議会運営委員会の報告を終わります。 

○関洋三議長  議会運営委員会の委員長報告を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

日程第２ 会議録署名議員の指名 

○関洋三議長  日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、議長において、６番、白川正樹

君、７番、白川年男君を指名いたします。 

日程第３ 付託案件の委員長報告（建設経済常任委員長） 

○関洋三議長  日程第３、付託案件の委員長報告の件を議題といたします。 

 建設経済常任委員会の付託案件について委員長の報告を求めます。 

 建設経済常任委員長、川原茂行君。 

○川原茂行建設経済常任委員長  それでは、建設経済常任委員会の委員長報告をいたし

ます。 

 去る９月１０日に第１委員会室におきまして、委員全員出席し、議長、執行部より町長、

副町長、総務課長、建設土地改良課長出席のもと、建設経済常任委員会を公開にて開催い

たしました。 

 ９月定例会本会議におきまして、当委員会に付託されました案件は、議案第３号から第

５号の３議案で、現地視察も含め慎重に審議いたしましたので、その経過及び結果につい

て報告いたします。 

 まず、審査に先立ち、道路線を変更する町道平野３号線、追上中筋１号線を、道路線を

廃止する町道五毛線、町道久保線、追上宮前線を、字の区域を変更する大口字宮西３６４

番１地先の道路及び水路をそれぞれ現地視察し、担当課に変更理由等についての詳細な説

明を求めました。 

 その後、第１委員会室に戻り、付託議案の審査を行いました。 

 議案第３号 まんのう町道路線の変更につきましては、執行部よりそれぞれ町道路線の
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終点区域の変更が生じたことから短縮を行うもので、廃止された区間については拡幅等の

道路改修を予定しているとの説明がありました。 

 委員より討論なく採決を行った結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第４号 まんのう町道路線の廃止につきましても、執行部より、廃止された

路線を改良していく旨の説明があり、採決を行った結果、全会一致で可決すべきものと決

しました。 

 次に、議案第５号 字の区域の変更につきましては、大口地区の圃場整備に伴い、従来

の字界が原形をとどめなくなったことから、該当する道路と水路部分を字宮西から字土器

に編入し、新字界を定めるとの説明がありました。 

 本議案につきましても、異議なく全会一致で可決すべきものと決しました。 

 以上、付託されました議案の審議及び採決結果につきまして、会議規則第４１条の規定

により報告をいたしました。 

 また、閉会中の所管事務調査を議長に申し出ることとし、委員会を閉会いたしました。 

 以上で、建設経済常任委員会の報告を終わります。 

○関洋三議長  これをもって、建設経済常任委員会の付託案件に関する委員長報告を終

わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

日程第４ 付託案件の委員長報告（総務常任委員長）

○関洋三議長  日程第４、付託案件の委員長報告の件を議題といたします。 

 総務常任委員会の付託案件について、委員長の報告を求めます。 

 総務常任委員長、松下一美君。 

○松下一美総務常任委員長  それでは、総務常任委員会の委員長報告を申し上げます。 

 去る９月１１日、午前９時３０分より、第１委員会室におきまして、委員全員、議長同

席のもと、町長、副町長、関係課長に出席を求め、総務常任委員会を公開にて開会いたし

ました。 

 ９月定例会本会議におきまして、当委員会に付託されました議案は、議案第１号及び議

案第２号で、本会議に引き続き、執行部に詳細な説明を求め審査を行いましたので、その

経過と結果につきまして御報告申し上げます。 

 まず、議案第１号 まんのう町個人情報保護条例の一部改正につきましては、執行部よ

り、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、いわゆる

番号法が制定され、平成２７年１０月から国民一人一人に個人番号が付番されることから、

番号法３１条に規定する地方公共団体が保有する個人番号を含む個人情報（特定個人情報）

の適正な取り扱いを確保するために、条例の一部を改正するとの報告の後、逐次、条文の
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改正箇所について読み上げがありました。 

 委員より、個人番号（マイナンバー）導入により各種行政事務の効率化や省力化を図る

ことができると考えるが、情報の漏えい等を起こさないように、適正な運用方針と厳格な

罰則等を設けて当たるべきであるとの意見があり、執行部より、個人情報を取り扱う端末

機は基幹系と呼ばれる専用回線でつながれており、民間のインターネット回線とは物理的

に隔絶され情報が守られていること、情報セキュリティーのための職員研修を行う予定で

あるとの答弁がありました。 

 また、委員より、個人情報の開示請求権について本人の同意が得られないときに、合理

的な理由があり、かつ、本人の利益に反しないと認められるときは開示できることになっ

ているが、開示の可否判断は誰が行うことになるのかとの質疑があり、執行部より、難し

い事案については町の個人情報保護審議会や県と協議を行い判断していくことになるとの

答弁があり、委員より、審議会の構成やあり方について見直しを行っていくよう意見があ

りました。 

 次に、議案第２号 まんのう町手数料条例の一部改正につきましては、執行部より、番

号法に規定する通知カードと個人番号カードの発行は無料であるが、再交付を行うときに

は通知カードは５００円、個人番号カードは８００円の費用が発生し、その金額は他自治

体でも同額となっていること、住民基本台帳法の一部改正に伴い、住民基本台帳カードの

交付手数料または再交付手数料を廃止するため、手数料条例の一部を改正すること、個人

番号カード発行時には住民基本台帳カードを回収することや、今後の個人番号カードの利

便性を考慮すると、ほとんどの人が利用すると思われるとの説明がありました。 

 委員より、個人番号カードについて、ｅ―Ｔａｘや社会保障などの公的個人認証サービ

スにとどまらず、民間企業が行うさまざまなサービスへの流用が今後可能となることが見

込まれるため、住民生活への影響は非常に大きく、混乱を招かないためにも、この制度の

十分な住民周知と丁寧な説明を行うべきであり、また町職員についても、この制度を住民

に説明できるだけの知識を学んでおくべきであるとの意見があり、執行部より、住民への

周知については、引き続き、町広報誌やホームページ等のさまざまな媒体により周知を行

っていくこと、町職員については全職員を対象に制度についての研修会を行っていく予定

であるとの答弁がありました。 

 以上が議案審議であった主な質疑や答弁の報告です。 

 それでは、付託されました議案につきまして次のとおり決定しましたので、会議規則第

４１条の規定により、その報告をいたします。 

 議案第１号 まんのう町個人情報保護条例の一部改正について、全会一致で可。議案第

２号 まんのう町手数料条例の一部改正について、全会一致で可とすることで意見の一致

を見ました。 

 以上が付託案件審査の報告です。 

 また、閉会中の所管事務調査を申し出ることとし、委員会を閉会いたしました。 
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 以上で、総務常任委員会の委員長報告を終わります。 

○関洋三議長  これをもって、総務常任委員会の委員会案件に関する委員長報告を終わ

ります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

日程第５ 付託案件の委員長報告（予算決算特別委員長）

○関洋三議長  日程第５、付託案件の委員長報告の券を議題といたします。 

 予算決算特別委員会の付託案件について、委員長の報告を求めます。 

 予算決算特別委員長、松下一美君。 

○松下一美予算決算特別委員長  それでは、予算決算特別委員会の委員長報告を申し上

げます。 

 ９月定例会本会議におきまして当委員会に付託されました案件は、平成２６年度決算認

定関係の認定第１号から認定第１０号までと、平成２７年度補正予算関係で、議案第８号

から議案第１１号までの合計１４議案であります。 

 委員会審査は９月１４日、１６日、１７日の３日にわたり、全員協議会室におきまして、

委員全員出席のもと、町長、副町長、教育長、所管課長の出席を求め、慎重に審査を行い

ましたので、会議規則第４１条の規定によりまして御報告いたします。 

 なお、本委員会は議長を除く全議員が委員でありますので、審査過程の詳細な報告は省

略させていただき、主な質疑や意見、採決結果等について簡潔に御報告させていただきま

す。 

 まず、審査は平成２７年度補正予算の審議から行いました。 

 議案第８号 平成２７年度まんのう町一般会計補正予算（第２号）の審議では、総務費

の地域住民生活等緊急支援交付金事業費のキッズヘキサスロン導入事業については、各小

学校や保護者側への事業説明とその反応について、事業の具体的な内容について、戸籍住

民登録費の御当地婚姻届作成業務や通知カード、個人番号カード関連事務交付金について

は、事業の委託先の選考方法や会社概要について。民生費の保育所費でＡＥＤの各保育所

への設置については、使用方法の職員研修と消防署への設置報告の必要性について。農林

水産業費の特定作物振興事業については、台風被害によるひまわり栽培とひまわり牛への

影響について、ひまわり牛の販路拡大と販売実績について、そば、ひまわり栽培振興補助

の要件緩和の必要性について。公債費の長期債償還については、義務教育施設等の公共性

の高いものに対する借入金繰上償還の必要性についてなどの質疑や意見が出ております。 

 また、議案第９号 平成２７年度まんのう町国民健康保険特別会計補正予算（案）第１

号、議案第１０号 平成２７年度まんのう町下水道特別会計補正予算（案）第１号、議案

第１１号 平成２７年度まんのう町水道事業会計補正予算（案）第１号の審議につきまし
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ても、それぞれ質疑や意見等がありましたが、執行部より答弁があり、了承されておりま

す。 

 次に、認定第１号 平成２６年度まんのう町一般会計歳入歳出決算認定につきましては、

主要施策の成果報告書、決算報告書、その他関係資料をもとに、まず、教育民生関係、次

に建設経済関係、総務関係の順に執行部に詳細な説明を求め、審査を行っております。 

 教育民生関係では、民生費の戸籍住民登録費で、外国人国籍を持つ転入者の就業状況の

動向について。社会福祉総務費では、見守り、声かけ、ほっと安心事業の事業拡充方策に

ついて。老人福祉費では、１０１歳以上の方に対する敬老祝金の支給理由について。保育

所費では、保育料の未納問題とその傾向、今後の対策と徴収方法について。衛生費の環境

衛生費では、霊柩車の２台運用体制の是非について、合併浄化槽の地区別普及率と施設管

理の行政指導について。教育費の幼稚園費では、こども園の施設内機器の日常的な保守管

理方法について。給食場費では、給食費の未納問題の対応と保護者への指導について、ま

た児童への心理的な悪影響等について。総務費のかりんの里づくり事業費では、かりん会

館の定休日の有無と利用率の向上策について。農林水産業費の農地費では、地元が要望す

る農道、水路等の未改修箇所と予算配分について、施設改修時の電柱移転補償費等につい

て。林業総務費では、町産木材の積極的な活用方針について。商工費の商工総務費では、

太鼓台かきくらべ等イベントへの参加者の安全確保と集客について。土木費の住宅監理費

では、町営住宅使用料の滞納分が前年度よりもふえた原因について。議会費では、特別委

員会の研修費の予算措置について、ＰＦＩ事業関係の調査委託費の不用額について。総務

費の一般管理費では、町長交際費の使途基準とその緩和について。自治振興費では、自治

会補助金の見直しと自治会未加入者への加入促進策について、福祉タクシー助成券の拡充

について。諸支出金のふるさと応援基金費では、全国へまんのう町の情報を発信し募金を

呼びかける必要があること、基金の使途についてなど、それぞれの項目においてさまざま

な質疑や意見が交わされました。 

 また、一部の委員より、執行部に対し、審査を行うに当たり事業実績値や根拠等を可視

化し、分析に適した資料を委員会に提出するべきであるとの意見がありました。 

 以上、付託されました案件につきまして、次のとおり決定いたしましたので、その結果

を報告いたします。 

 認定第１号 平成２６年度まんのう町一般会計歳入歳出決算認定について、全会一致で

認定すべき。認定第２号 平成２６年度まんのう町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認

定について、全会一致で認定すべき。認定第３号 平成２６年度まんのう町後期高齢者医

療特別会計歳入歳出決算認定について、全会一致で認定すべき。認定第４号 平成２６年

度まんのう町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、全会一致で認定すべき。認定

第５号 平成２６年度まんのう町診療所特別会計歳入歳出決算認定について、全会一致で

認定すべき。認定第６号 平成２６年度まんのう町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、全会一致で認定すべき。認定第７号 平成２６年度まんのう町下水道特別会計歳
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入歳出決算認定について、全会一致で認定すべき。認定第８号 平成２６年度まんのう町

農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について、全会一致で認定すべき。認定第９号 平

成２６年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算認定について、全会一致

で認定すべき。認定第１０号 平成２６年度まんのう町水道事業会計決算認定について、

全会一致で認定すべき。議案第８号 平成２７年度まんのう町一般会計補正予算（案）第

２号、全会一致で可決すべき。議案第９号 平成２７年度まんのう町国民健康保険特別会

計補正予算（案）第１号、全会一致で可決すべき。議案第１０号 平成２７年度まんのう

町下水道特別会計補正予算（案）第１号、全会一致で可決すべき。議案第１１号 平成２

７年度まんのう町水道事業会計補正予算（案）第１号、全会一致で可決すべきとすること

で意見の一致を見ました。 

 以上、付託案件審査の報告です。 

 以上で、予算決算特別委員会の報告を終わります。 

○関洋三議長  これをもって、予算決算特別委員会の付託案件に関する委員長報告を終

わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

日程第６ 教育民生常任委員会の委員長報告（教育民生常任委員長）

○関洋三議長  日程第６、教育民生常任委員会の委員長報告の件を議題といたします。 

 教育民生常任委員会の委員長の方向を求めます。 

 教育民生常任委員会委員長、田岡秀俊君。 

○田岡秀俊教育民生常任委員長  それでは、教育民生常任委員会の委員長報告を行いま

す。 

 去る９月９日、午後２時より、第１委員会室におきまして、委員５人全員、議長同席の

もと、執行部より、町長、副町長、教育長、総務課長、学校教育課長の出席により、教育

民生常任委員会を開催いたしました。 

 議題は、所管事務調査について、その他であります。 

 町長挨拶の後、学校教育課長より、町内各幼保施設での保育の状況について説明があり、

かねてより検討していた町内全ての公立幼保施設を来年度よりこども園としたい旨の報告、

説明がありました。琴南、長炭、満濃南、四条、高篠、仲南の６園とし、琴南、長炭、満

濃南の３園はゼロ歳から５歳児の受け入れをし、四条、高篠については、施設の現状から、

今のところゼロ歳から２歳児は受け入れをしない。また、先生は保育教諭となるが、保育

士、幼稚園教諭の両方の免許を今後５年間のうちに取ってもらう予定であるとの説明があ

りました。 

 委員より、こども園とするには議会の議決が必要なのかとの質疑があり、執行部より、
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認定こども園条例に施設を追加するため、条例改正しなければならない。議会の議決が必

要であるとの答弁がありました。 

 また、委員より、仲南こども園はできたが、その他全てのこども園化はどういう経過か

らなのかとの質疑があり、仲南こども園を設置するときから、教育委員会の中で、就学前

教育・保育の考え方として、町内全ての公立施設のこども園化を話し合ってきたとの答弁

がありました。 

 また、委員より、休業日なし保育とは何かとの質疑があり、執行部より、１号認定（幼

稚園教育）の場合、夏休みなど長期の休みがあるが、２号・３号認定についてはない。２

号認定は現在の幼稚園の預かりから保育となるため、給食を提供する。つまり夏休みなど

の休業日はなく、通常保育の提供ということになるとの答弁がありました。 

 また、委員より、現在の幼稚園長、保育所長はどうなるのかとの質疑があり、執行部よ

り、こども園では園長となり、副園長を配置することとなるとの答弁がありました。 

 また、委員より、高篠、四条の場合、３歳から５歳児の受け入れのみであり、ゼロ歳か

ら２歳児の兄弟を持つ家庭は不便ではないのか。全て同じ条件でのスタートのほうがいい

のではないかとの質疑があり、執行部より、高篠、四条の場合、今の施設ではゼロ歳から

２歳児の受け入れは難しい。近くにいろは保育園もある。いろは保育園はゼロ歳から５歳

児を受け入れており、保育の中で幼稚園的教育も行っているとの答弁がありました。 

 また、委員より、先々、満濃地区で一つのこども園施設という考えはあるのかとの質疑

があり、執行部より、小学校との連携も考慮しなければならないが、将来的にはこども園

のあり方を考えなければならないとの答弁がありました。 

 また、委員より、校区外の子供も受け入れはできるのかとの質疑があり、執行部より、

全町でやっていくつもりであるとの答弁がありました。 

 引き続き、学校教育課長より、放課後児童クラブの施設状況について、現在の利用状況

と不足施設の報告、説明があり、今後、６年生まで受け入れるとなると、四条・満濃南の

両施設で２クラス分の施設が必要となる。新たな施設を検討しているとの説明がありまし

た。 

 委員より、場所の見当はついているのか。決まっていないのに材料をというのはどうか

との質疑があり、執行部より、四条は学校敷地も狭く、満濃農改センターの西側ではどう

かと考えている。満濃南は学校敷地内で考えているが、建築基準法の絡みもあり、専門家

に検討を依頼しようと思う。それぞれ５０から６０坪くらいの建物が必要となるが、でき

れば町産木材を使ってつくりたい。それには早くから木材を手配する必要があり、１２月

補正で設計料をお願いしたいとの答弁がありました。 

 ほかにもそれぞれ質疑、意見もありましたが、執行部より答弁があり、委員も理解し、

了承いたしました。 

 また、閉会中の所管事務調査を議長に申し出ることとし、委員会を閉会いたしました。 

 以上、所管事務調査を行い、午後３時１０分に委員会を閉会いたしました。 
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 以上で、教育民生常任委員会の委員長報告を終わります。 

○関洋三議長  これをもって、教育民生常任委員会の委員長報告を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

日程第７ 政策充実特別委員会の委員長報告（政策充実特別委員長） 

○関洋三議長  日程第７、政策充実特別委員会の委員長報告の件を議題といたします。 

 政策充実特別委員会の委員長の報告を求めます。 

 政策充実特別委員会委員長、大西豊君。 

○大西豊政策充実特別委員長  第６回政策充実特別委員会の報告を申し上げます。 

 去る９月１５日、９時３０分より、全員協議会室において、委員１４名のもと、執行部

より町長、総務課長、企画政策課長、課長補佐の出席により、第６回政策充実特別委員会

を開催いたしました。 

 協議事項は、１番目、地方創生・まち・ひと・しごと・総合戦略（素案）について、２

番目、その他であります。 

 まず、まんのう町・まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）について企画政策課より

説明を求めました。 

 企画政策課長より、まんのう町創生総合戦略資料の説明。 

 第１章、はじめに。 

 第１節、策定の目的。 

 まんのう町では平成２０年３月、まんのう町総合計画、基本構想前期基本計画を、平成

２５年３月には後期基本計画を策定し、元気まんまんまんのう町改革と協働、輝きのまち

を町の将来像に据え、誰もが住みよい、住み続けたいまちづくりを進めています。 

 一方、我が国では東京一極集中がますます進む一方、地方の人口減少が進み、その歯ど

めをかけるために、平成２６年にまち・ひと・しごと創生法が施行されるとともに、まち・

ひと・しごと創生総合戦略が閣議決定され、地方都市の活性化に対し国を挙げて取り組む

ことになりました。 

 そこで、まんのう町まち・ひと・しごと総合戦略はこうした背景を受け、地域の雇用を

ふやし定住に結びつけ、人々が生き生きと暮らせるまんのう町をつくっていくための方策

を明らかにするために策定します。 

 第２節、人口ビジョンとの関係。 

 まち・ひと・しごと創生法に基づき、国では平成７２年を目標とするまち・ひと・しご

と創生長期ビジョンと、平成３１年度を目標とするまち・ひと・しごと創生総合戦略を定

めました。 

 まんのう町ではこれを受け、平成７２年を目標とするまんのう町人口ビジョンを策定し
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て、長期的な人口減少の抑制を目指すとともに、当面５カ年の具体的な方策をまんのう町

まち・ひと・しごと創生総合戦略に描き、実行していきます。 

 第３節、計画期間。 

 平成２７年度から平成３１年度の５カ年計画とします。 

 第４節、総合計画との関係。 

 まんのう町総合計画は町政の最上位計画であり、町民の生活課題の解決を図り、町民生

活の満足度を高めるための総合的な計画です。 

 一方、まんのう町まち・ひと・しごと創生総合戦略は、人口減少の抑制を図るため、し

ごとを創り、ひとを呼び込み、まちを豊にする定住促進に主眼を置いた計画であり、いわ

ば総合計画に基づいた分野別計画に位置づけられますが、両者は密接に関連していること

から、整合性を確保しつつ策定しました。 

 第５節、住民と行政の協働による策定。 

 まんのう町まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に当たっては、住民アンケート調査

や住民アイデアを募集により、広く住民の意見を反映するとともに、住民１５名と職員１

５名の協働ワーキング組織であるまんのう町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定推進委

員会において自由闊達な意見交換を行いながら、施策・事業の提案、検討を行うとともに、

産官学金労言の有識者１５名からなるまんのう町まち・ひと・しごと創生有識者会議にお

いて総合戦略の成案を取りまとめました。 

 第６節、ＰＤＣＡサイクルによる推進。 

 ＰＬＡＮ「計画」、ＤＯ「実施」、ＣＨＥＣＫ「評価」、ＡＣＴＩＯＮ「改善」。 

 第２章、まんのう町の現状と課題。 

 第１節、まんのう町の特性。 

 まんのう町は讃岐平野の西部に位置する総面積１９４．４５キロ平方メートルと県下で

３番目と広い町であります。町内には大宝年間（７０１年から７０４年に創築）、空海が

改築した日本最大のかんがい用ため池「満濃池」があるほか、西アジアのササン朝ペルシ

ャ（２２６年から６５１年）で製作されたモザイクガラス玉が日本で唯一出土するなど歴

史文化の豊かな町です。 

 また、町内には四国唯一の国営公園である国営讃岐まんのう公園が立地し、年間５７万

人が来園するとともに、うどん県香川にあって、讃岐うどん店の人口１万人当たりの数が

県下一の観光客が訪れています。 

 第２節、人口の動向と将来予測。 

 まんのう町の総人口は平成２６年１０月常住人口は１万８，４６３人、国立社会保障・

人口問題研究所が示す将来推計では、平成３２年には１万７，０４４人、平成５２年には

１万３，１２４人、平成７２年には９，８１９人と減少する見込みとなっております。 

 第３節、まんのう町の地域創生に向けた課題。 

 １番、人口減少の抑制。結婚の奨励などの自然減抑制策と、定住促進による社会増の両
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方が必要。 

 ２番目、町内産業の活性化。近隣市町への通勤者も多いが、町内産業の活性化も不可欠。 

 ３番目、交流人口の拡充。観光の経済波及効果を高める取り組みが必要。 

 ４番目、転出を食いとめ転入希望者に選ばれる定住施策の推進。自然に囲まれた比較的

広目の住宅に安く住めるという強みを生かすことが必要。 

 第３章、まんのう町の地域創生の方向。 

 第１節、目指す人口目標。 

 平成３１年度に１万８，０００人。 

 第２節、地域創生の方針。 

 元気まんまんまんのう町、誰もが住みよい、住み続けたいまちづくり。 

 第３節、基本目標。 

 心豊かな人材を育て、全ての人が輝くまんのう（ひとの創生）。 

 ２番目、子供から高齢者まで誰もが安心できるまんのう（まちの創生）。 

 ３番目、地域資源を生かして産業が輝くまんのう（しごとの創生）。 

 第４節、施策の体系。 

 三つの基本目標を実現するために８本の分野を設定します。 

 第４章、分野別施策の展開。 

 第１節、心豊かな人材を育て、全ての人が輝くまんのう（ひとの創生）。 

 １番目、結婚、出産。子育ての応援。 

 ２番目、生涯学習、生涯スポーツの推進。 

 ３番目、まちづくり人材の育成。 

 第２節、子供から高齢者まで誰もが安心できるまんのう（まちの創生）。 

 １番目、移住・定住の促進。 

 ２番目、健康で暮らせるまちづくりの推進。 

 ３番目、いきいきコミュニティづくり。 

 第３節、地域資源を生かして産業が輝くまんのう（しごとの創生）。 

 １番目、まんのう観光の底上げ。 

 ２番目、地域資源を生かした産業振興。 

 第５章、地域の振興策。 

 第１節 琴南地域。 

 １番目、琴南の農業を未来へ引き継ぐ取り組みの推進。 

 ２番目、中山間地域への移住希望者を呼び込む取り組みの推進。 

 ３番目、公共交通の維持・充実。 

 ４番目、活生化施設の設置や誘置。 

 第２節 仲南地域。 

 地域住民の交流の促進。 
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 ２番目、ひまわり関連商品を筆頭とする特産品のさらなる魅力化。 

 ３番目、地域子育て支援事業の充実。 

 ４番目、土地の有効利用の研究。 

 第３節、満濃地域。 

 自然と調和したベッドタウンづくりの促進。 

 ２番目、子育てしやすい地域づくりの促進。 

 ３番目、満濃の農業を未来へ引き継ぐ取り組みの推進。 

 ４番目、満濃池周辺整備による健康ふれあいゾーンの促進。 

 以上、総合戦略（素案）及びまんのう町人口ビジョン（素案）、第１項、地方創生に関

するアンケート・アイデア募集一覧等の資料及び説明を受け、委員よりさまざまな意見及

び提言がありました。 

 委員より出た意見。 

 人口ビジョン、総合戦略を町役場の全職員に見てもらい考えてもらいたい。 

 ５年、１０年後の中短期を見据えた施策を各常任委員会で考えなければならない。 

 交流人口について書かれているところで、文化ホールやスポーツ公園の利用状況も記載

してほしい。 

 高校への通学の交通機関を充実させてもらいたい。 

 町に住宅分譲地の用地整備を行ってもらいたい。 

 琴南造田地区は高松の通勤エリアになり得ることをＰＲしてもらいたい。 

 高冷地で葉物野菜や花卉類の栽培を行えることをＰＲしてもらいたい。 

 商業地区と農用地区の線引きをはっきりして都市計画を推進してもらいたい。 

 この総合戦略の素案では水に関するインパクトが薄い。森林の持つ機能に関してもっと

入れておくべき。 

 農業、林業を体験する場を設けて振興を図るべきだ。例えば体験型農園等について。 

 学校の給食をパン食から米食に変えるべきだ。 

 就農に意欲のある人の受け皿づくりを政策に盛り込んでもらいたい。 

 移住者を歓迎して地域に溶け込んでもらえるように行政が働きかけてほしい。 

 マスメディアを活用して町のよいところを内外に情報発信してほしい。 

 森林に視点を置いた戦略を立ててもらいたい。 

 森林の用途に木材の販売も視野に入れてもらいたい。 

 以上のような意見を踏まえ、人口ビジョン案、総合戦略案について委員から出た意見を

盛り込んでもらうということで、委員会としては了承することになりました。 

 今後とも議論を重ね、提言していくことで委員会を閉会しました。 

 以上で委員長報告を終わります。 

○関洋三議長  これをもって、政策充実特別委員会の委員長報告を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 ただいまをもちまして、各委員長からの報告は全て終了いたしました。 

 これを区切りとして、一旦休憩に入ります。議場の時計で４５分まで休憩といたします。 

休憩 午前１０時２７分 

再開 午前１０時４５分 

○関洋三議長  休憩を戻して、会議を再開いたします。 

日程第８  認定第１号 平成２６年度まんのう町一般会計歳入歳出決算認定について

日程第９  認定第２号 平成２６年度まんのう町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第１０ 認定第３号 平成２６年度まんのう町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定について 

日程第１１ 認定第４号 平成２６年度まんのう町介護保険特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第１２ 認定第５号 平成２６年度まんのう町診療所特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第１３ 認定第６号 平成２６年度まんのう町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第１４ 認定第７号 平成２６年度まんのう町下水道特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第１５ 認定第８号 平成２６年度まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第１６ 認定第９号 平成２６年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳

出決算認定について 

日程第１７ 認定第１０号 平成２６年度まんのう町水道事業会計決算認定について 

○関洋三議長  日程第８、認定第１号から、日程第１７、認定第１０号までの１０案件

についてお諮りいたします。 

 日程第８、認定第１号から、日程第１７、認定第１０号までの１０案件について一括採

決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  異議なしと認めます。 

 よって、認定第１号から、認定第１０号までの１０案件を一括採決いたします。 

 日程第８、認定第１号 平成２６年度まんのう町一般会計歳入歳出決算認定について、

日程第９、認定第２号 平成２６年度まんのう町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
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について、日程第１０、認定第３号 平成２６年度まんのう町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算認定について、日程第１１、認定第４号 平成２６年度まんのう町介護保険特

別会計歳入歳出決算認定について、日程第１２、認定第５号 平成２６年度まんのう町診

療所特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１３、認定第６号 平成２６年度まんの

う町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１４、認定第７号 平成２６年

度まんのう町下水道特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１５、認定第８号 平成

２６年度まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１６、認定

第９号 平成２６年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算認定について、

日程第１７、認定第１０号 平成２６年度まんのう町水道事業会計決算認定について、本

案については、議長を除く議員の委員をもって構成する予算決算特別委員会において十分

に審議が尽くされましたので、質疑及び討論を省略することにしたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  それでは、認定第１号から認定第１０号までの１０案件に対する一括採

決に入ります。 

 本案に対する委員長の報告は認定であります。本案は委員長の報告のとおり認定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  異議なしと認めます。 

 よって、認定第１号から認定第１０号までの１０案件は、委員長の報告のとおり認定さ

れました。 

日程第１８ 議案第１号 まんのう町個人情報保護条例の一部改正について 

○関洋三議長  日程第１８、議案第１号 まんのう町個人情報保護条例の一部改正につ

いてを議題といたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  討論なしと認めます。これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１号 まんのう町個人情報保護条例の一部改正についてを採決いたし

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長の報告のとおり可決されました。 
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日程第１９ 議案第２号 まんのう町手数料条例の一部改正について 

○関洋三議長  日程第１９、議案第２号 まんのう町手数料条例の一部改正についてを

議題といたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  討論なしと認めます。これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第２号 まんのう町手数料条例の一部改正についてを採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

日程第２０ 議案第３号 まんのう町道路線の変更について 

○関洋三議長  日程第２０、議案第３号 まんのう町道路線の変更についてを議題とい

たします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  討論なしと認めます。これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第３号 まんのう町道路線の変更についてを採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

日程第２１ 議案第４号 まんのう町道路線の廃止について 

○関洋三議長  日程第２１、議案第４号 まんのう町道路線の廃止についてを議題とい

たします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  討論なしと認めます。これをもって、討論を終了いたします。 
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 これより、議案第４号 まんのう町道路線の廃止についてを採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

日程第２２ 議案第５号 字の区域の変更について 

○関洋三議長  日程第２２、議案第５号 字の区域の変更についてを議題といたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  討論なしと認めます。これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第５号 字の区域の変更についてを採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

日程第２３ 議案第８号 平成２７年度まんのう町一般会計補正予算（案）第２号 

日程第２４ 議案第９号 平成２７年度まんのう町国民健康保険特別会計補正予算（案）

第１号 

日程第２５ 議案第１０号 平成２７年度まんのう町下水道特別会計補正予算（案）第１

号 

日程第２６ 議案第１１号 平成２７年度まんのう町水道事業会計補正予算（案）第１号

○関洋三議長  日程第２３、議案第８号から、日程第２６、議案第１１号までの４議案

についてお諮りいたします。 

 日程第２３、議案第８号から、日程第２６、議案第１１号までの４議案について一括採

決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  異議なしと認めます。 

 よって、議案第８号から議案第１１号までの４議案を一括採決いたします。 

 日程第２３、議案第８号 平成２７年度まんのう町一般会計補正予算（案）第２号、日

程第２４、議案第９号 平成２７年度まんのう町国民健康保険特別会計補正予算（案）第

１号、日程第２５、議案第１０号 平成２７年度まんのう町下水道特別会計補正予算（案）
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第１号、日程第２６、議案第１１号 平成２７年度まんのう町水道事業会計補正予算（案）

第１号、本議案については議長を除く議員の委員をもって構成する予算決算特別委員会に

おいて十分に審議が尽くされましたので、質疑及び討論を省略することにしたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  それでは、議案第８号から議案第１１号までの４議案に対する一括採決

に入ります。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり可決するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  異議なしと認めます。 

 よって、議案第８号から議案第１１号までの４議案は委員長の報告のとおり可決されま

した。 

日程第２７ 議案第１３号 専決処分の承認について（和解及び損害賠償の額の決定につ

いて） 

○関洋三議長  日程第２７、議案第１３号 専決処分の承認について（和解及び損害賠

償の額の決定について）を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、議案第１３号 専決処分の承認についての（和

解及び損害賠償の額の決定について）を御説明申し上げます。 

 まず、専決第４号では、平成２７年７月１７日、金曜日の午前中、まんのう町勤労青少

年ホーム（神野公民館）の駐車場に自家用車を駐車していたところ、台風１１号の影響に

より、駐車場沿いの樹木で高さ約１２メートル、胸高直径約５０センチが自家用車に倒れ

かかり、フロントガラスやボンネットが破損する等損害を与えたものであります。 

 次に、専決第５号について御説明いたします。 

 平成２７年７月２３日、木曜日の午前４時ごろ、鶏卵を運搬するため町道新目久保線を

走行していた運送用トラックが、突然の町道陥没により、当該トラックの後輪が落ち込み、

車輌下部の損傷と運転手がけがをし、損害及び傷害を与えたものでございます。 

 この２件の事故について、賠償相手方と示談交渉が整ったことにあわせ、早急に業務に

復帰される必要から和解するため、専決処分日は専決第４号で８月３１日、専決第５号で

は９月１１日としています。 

 なお、損害賠償額は全て町村会の損害賠償保険で支払っていることを御報告いたします。

御審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○関洋三議長  これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 



－２０－ 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  討論なしと認めます。これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１３号 専決処分の承認について（和解及び損害賠償の額の決定につ

いて）を採決いたします。 

 本案は原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり承認することに決定いたしました。 

日程第２８ 議員派遣の件 

○関洋三議長  日程第２８、議員派遣の件を議題といたします。 

 本件については、会議規則第１２７条の規定によって議員を派遣するものです。 

 議会事務局長に朗読させます。 

 事務局長、青野進君。 

○青野議会事務局長  議員派遣の件。 

 次のとおり議員を派遣する。 

 １、平成２７年度香川県町議会議員研修会。 

 （１）目的 これからの地方自治に対応した議会の活性化を図るため。 

 （２）派遣場所 香川県自治会館。 

 （３）期日 平成２７年１１月２日。 

 （４）派遣議員 全議員。 

 平成２７年９月２５日提出。 

 まんのう町議会議長、関洋三。 

 以上です。 

○関洋三議長  朗読を終わります。 

 お諮りいたします。 

 ただいま提案をいたしました議員派遣の件については、朗読内容のとおり派遣すること

に決定いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  異議なしと認めます。 

 よって、議員派遣の件については、これを決しました。 



－２１－ 

日程第２９ 閉会中の継続調査について 

○関洋三議長  日程第２９、閉会中の継続調査についてを議題といたします。 

 本件は、総務常任委員会及び教育民生常任委員会及び建設経済常任委員会において、当

該所管事務調査のための閉会中の継続調査並びに議会運営委員会において議会運営を効率

的かつ円滑に行うための閉会中の継続調査について、それぞれ委員長より申し出がありま

す。 

 お諮りします。 

 各委員長からの申し出のとおり、議会閉会中の継続調査をすることに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○関洋三議長  異議なしと認めます。 

 各委員長から申し出のとおり、議会閉会中の継続調査をすることに決定いたしました。 

 以上をもって、本定例会に付議された案件の審議は全て終了いたしました。 

 これをもって会議を閉じます。 

 これにて、平成２７年第３回まんのう町議会定例会を閉会いたします。 

閉会 午前１１時００分



－２２－ 

   地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

    平成２７年９月２５日 

        まんのう町議会議長 

        まんのう町議会議員 

        まんのう町議会議員 


